
総合人文科学研究センター研究部門 

「信頼社会」研究 

 

2015年度第 1回研究会の報告 

 

日時：2015年 4月 18日（土）14時から 17時 

会場：戸山キャンパス 39号館、第 7会議室 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2015年度第 1回研究会では、参加者約 30 名と

ともに、二つの話題提供と討議が行なわれた。話題提供者は、畑山要介先生（本学助手）

と藤本一勇先生（本学教授）である。 

 

畑山要介先生「共有モデルと架橋モデル――フェアトレード論争に見る２つの信頼モデル

の相克」のまとめ 

 フェアトレードにおける提携型と認証型の論争は、生産者と消費者の間の信頼はいかに

して可能かという２つのモデルをめぐる論争であった。提携型は、生産者と消費者が「我々」

として意味を共有することでグローバル市場から自律したローカルな共同体を組織化する

（「共有モデル」）。他方、認証型は、第三者機構の認証・監査という手続きを媒介とす

ることで、機会主義的な取引者間の不透明性を架橋する（「架橋モデル」）。「顔の見え

るコミットメント」を強調する共有モデルはたしかに今日的な重要性を持つかもしれない

が、近代を「顔の見えないコミットメント」の拡大の過程としてとらえるならば、架橋モ

デルの可能性を「システム信頼」への問いのもとで探究していくことも不可欠であろう。

しかし、架橋モデルの意義をその批判者が論じるように「不信の盲点化」として理解する

のは早計である。話題提供では、システム信頼への問いを「懐疑の無限後退の終着点（不

信の盲点化）」への問い」から「不信の制度へのビルトイン（盲点化と暴露の往復）への

問い」へと転換することで、架橋モデルが認証をメディアとしながら信頼／不信の区別を

常に問題化していく一種のアクセスポイントを備えていく可能性を示唆した（畑山先生記）。 

 

藤本一勇先生「高度技術社会における信と知」のまとめ 

１、「信頼」という語の「多義性」・「多層性」 

 信頼という「言葉」には、七つの水準が見出される。すなわち、物理的、生物的、心理

的、社会的、制度的、道徳的、理念的である。 

２、「信頼」概念の「危機」？ 

 20世紀以降の世界は、「物語」全般の危機、「物語」への不信を経験している。 

３、「知」の変容 

 人間知を規模・速度・質において超越する情報知が拡大・浸透している。 

４、「賭け」としての信頼 

 近代的自由意志を脱構築した「切断」によって「無頼的信頼」の可能性を探る。 

５、信頼の独占形態・贈与形態にピリオドを打つこと。 

 信頼は個々人のあいだに水平的に構築されるべきである。 

６、信と知のはざま、信と知をつなぐもの、信と知を超えるものとしての芸術 



 一方で、演技やフィクションに、他方で、「いじる」ことに、信と知とを媒介する機能

を見出すことができる。（御子柴記） 

 

なお次回の研究会は、2015年 6月 20日（土）、33号館 7階、現代人間論系室 2におい

て開催が予定されている。（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


